
共管局

前回値 最新値 目標値 達成度 評価

1 ｂ ｅ 13 16 3箇所増 100.0% ｂ

2 ａ ａ 370,105 402,501 370,105 108.8% ａ

3 ｅ ｄ 8,972 9,447 9,493 99.5% ｂ

4 ｃ ｃ 66,721 65,093 66,721 97.6% ｃ

5 ａ ｂ 504,552 536,183 511,134 105.0% ａ

6 - - - - - - -

7 - - - - - - -

8 - - - - - - -

9 - - - - - - -

10 - - - - - - -

ｂ c ａ

設
問

回答者数 回答率 回答者数 回答率 回答者数 回答率

15 2.9% 20 4.2% 32 4.3%

83 15.8% 61 12.9% 116 15.5%

144 27.4% 112 23.7% 225 30.2%

167 31.8% 155 32.8% 225 30.2%

116 22.1% 125 26.4% 148 19.8%

525 473 746

*　この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

２０年度評価

客観指標総合評価

上位政策

１　客観指標評価

112 　すべてのひとがいきいきと活動する

施策の評価

こころのふれあい交流サロンの設置数（箇所）

移動支援の延利用時間数（時間）

18年度 19年度

-

２　市民生活実感評価

老人福祉センターの利用者数（人）

-

-

障害者社会参加促進事業参加者数（人）

-

老人クラブ会員数（人）

-

施策番号

担当局 保健福祉局

施策名

概要

1122

高齢者や障害のあるひとが積極的に社会参加できる機会の提供

　なし

  福祉施設やスポーツ施設を整備し，ボランティア活動を支援するとともに，スポーツ
活動の普及・ＩＴなどの活用により，高齢者や障害のあるひとが積極的に社会参加でき
る社会を実現する。

ｄ市民生活実感評価

19

ｄ

18

ｄ:どちらかというとそう思わない

ｄ

ａ:そう思う

ｂ:どちらかというとそう思う

回答

有効回答数

　高齢者や障害のあるひとが社会参加できる機会が十分ある。

20

ｅ:そう思わない

ｃ:どちらとも言えない

20回答率 a
b

c

d

e

a:そう思う

b:どちらかというとそう思う

c:どちらとも言えない

d:どちらかというとそう思わない

e:そう思わない



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感評価）

（理由）

４　原因分析・今後の方向性

19年度予算
（千円）＊

20年度予算
（千円）＊

担当部・課

1 608,356 625,342
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

2 3,727,717 3,761,717
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

3 133,896 129,234
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

4 290,604 290,106
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

5 15,773 13,952
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

6 25,148 24,569
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

7 1,242 1,187
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

8 6,178 5,731
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

9 91,348 89,061
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

10 13,340 11,227
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

11 38,905 40,435
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

12 20,525 19,150
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

19年度事務事業評価に
おける今後の方向性

現状のまま継続

縮小等による見直し

縮小等による見直し

現状のまま継続

老人クラブ補助等事業

老人クラブハウス助成

総合評価

  市民生活実感評価については，昨年度に引き続き，ｄ評価となっている。また，客観指標総合評価
については，老人クラブ会員数が減少したが，こころのふれあい交流サロン設置数，移動支援の総利
用時間数，障害者社会参加促進事業参加者数，老人福祉センターの利用者数は順調に増加したため，
昨年度から評価を上げてa評価になった。今後は，高齢者や障害のあるひとの生活実態やニーズが多様
化している状況を踏まえて，事業形態や内容を検討し，社会参加の促進を図る必要がある。

18 19 20

ａcｂ

  サービスの利用実績が伸びており，加えて高齢者や障害のある方のニー
ズが多様化していることを背景に，要求水準が急激に上昇しているものと
も考えられるため，客観指標評価を重視する。

ｄ

Ｂ

ｄ

Ｃ

ｄ

Ｂ

山科・醍醐等地域及び岩倉・大原等洛北地
域敬老乗車証交付事業

（参考）この施策実現のための主な事務事業

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

重み付け

事業名

老人園芸ひろば

市バス・地下鉄敬老乗車証交付事業

京都市長寿すこやかセンター

客観指標総合評価

市民生活実感評価

老人福祉センター運営

京都市老人いこいの家

老人保養センター

老人スポーツ普及事業

シルバー人材センター運営補助

シルバー人材センター運営助成

客観指標 市民の実感



13 5,811 5,811
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

14 142,855 142,263
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

15 55,737 47,643
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

16 18,068 18,851
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

17 7,369 7,369
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

18 90,376 84,463
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

19 3,437 0
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

20 1,853 1,795
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

21 7,443 0
保健福祉局長寿社
会部長寿福祉課

22 208,240 208,240
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

23 7,786 7,786
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

24 19,390 19,390
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

25 864 864
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

26 532 532
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

27 7,453 7,453
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

28 2,506 2,506
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

29 21,051 20,385
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

30 79,868 77,968
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

31 5,134 5,134
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

32 11,879 11,879
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

33 2,445 2,445
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

34 5,811 5,811
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

35 9,693 9,693
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

知的障害者社会活動推進事業 現状のまま継続

身体障害者相談員設置 現状のまま継続

重度障害者在宅就労促進事業 現状のまま継続

知的障害者福祉研修大会補助 現状のまま継続

障害者社会参加促進事業 現状のまま継続

障害者職業能力開発等支援事業 現状のまま継続

身体障害者スポーツ振興 現状のまま継続

全国障害者スポーツ大会派遣事業 現状のまま継続

車いす駅伝チーム強化育成 現状のまま継続

障害者体育大会 現状のまま継続

車いす駅伝大会 現状のまま継続

団体競技チーム強化育成 現状のまま継続

障害者スポーツセンター 現状のまま継続

京都障害者スポーツ振興会運営補助 現状のまま継続

京北地域敬老乗車証交付事業 現状のまま継続

はつらつ高齢者まちづくり支援事業 縮小等による見直し

敬老乗車証交付・証更新事業 現状のまま継続

老人クラブ活性化事業 縮小等による見直し

全国健康福祉祭参加者派遣 現状のまま継続

「市民すこやかフェア」開催助成 現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

シルバー福祉・家事援助サービス事業補助

民営バス敬老乗車証交付

高齢者就労援助事業



36 240,646 246,128
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

37 1,685,272 1,664,116

保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課，
こころの健康増進

38 737 737
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

39 4,227 3,135
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

40 87,763 88,758
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

41 227,468 203,707
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

42 153,922 160,034

保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課，こころの健康
増進センター

43 38,101 39,404
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

44 1,021 1,021
保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課

45 1,029 1,147

保健福祉局保健福
祉部障害保健福祉
課，こころの健康
増進センター

46 44,852 37,601
保健福祉局こころ
の健康増進セン
ター

8,173,671 8,145,780

8,173,671 8,145,780

(0 ) (0 )

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含む

社会適応訓練事業 現状のまま継続

ITを活用した障害者相談窓口のユニバーサ
ルデザイン化推進事業

現状のまま継続

京北地域福祉乗車証交付事業 現状のまま継続

山科・醍醐等地域及び岩倉・大原等洛北地
域福祉乗車証交付事業

現状のまま継続

こころのふれあい交流サロン 現状のまま継続

身体障害者デイサービス事業運営費補助 現状のまま継続

知的障害者デイサービスセンター運営補助 現状のまま継続

点字シール作成事業 現状のまま継続

障害者情報バリアフリー化支援事業 現状のまま継続

重度障害者タクシー料金助成事業 現状のまま継続

市バス・地下鉄福祉乗車証交付事業 現状のまま継続

うち，主たる事業の合計
（従たる事業の合計）

合計



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 - 21箇所 19年度 76.19%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

18 19 20

ｂ ｅ ｂ

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 108.8%

数値 目標年次 達成度

数値 - - - -

５　評価基準 ６基準説明 ７ 評価結果

18 19 20

ａ ａ ａ

根拠

移動支援の延利用時間数（時間）

備考

目標値及び実績数値には，精
神障害者地域生活支援セン
ターを含む。

目標値に対する達成度が
a：目標値を超えて4箇所以上の増加
b：目標値達成
c：目標値未満の2箇所の増加
d：目標値未満の1箇所の増加
e：現状のまま

推移

指標名

「京都市障害者施策推進プラン」に掲
示

中長期目標

２２２－４１６１

こころのふれあい交流サロンの設置数

目標値

数値

障害保健福祉課 連絡先担当課

前回数値

精神に障害のあるひとの社会参加の場の確保状
況を示す指標

最新数値

施策名 1122 高齢者や障害のあるひとが積極的に社会参加できる機会の提供

指標名 こころのふれあい交流サロンの設置数（箇所）

設置数
出典：「京都市障害者施策推進プラン」進捗状況

根拠

プランでは，プラン策定時（14年度完了
時）の設置数と目標数との差11箇所を，
5年間で整備することとしており，その
ために必要な年間増加数3箇所を目標値
（b評価）とし，目標値を超える場合を
a，2箇所増をc，1箇所増をd，現状維持
をeと設定した。

19年度

13 16 3箇所増3箇所増

全国順
位

中長期目標を達成するために必要な年
間増加数を3箇所とした。

18年度

利用時間数は年度によりある程度変動す
ることがあることから，一定安定的な数
字と比較する必要があるため，過去3年
間の数値をもとに基準を設定した。
⑱　370,105時間（最高値）
⑰　356,819時間
⑯　273,250時間（最低値）
平均値　333,391.3時間
最低値　273,250時間（平成16年度）

最新の数値が
a：過去3年間の最高値以上
b：過去3年間の上中間（最高値と平均値
の間）
c：過去3年間の平均値以上上中間未満
d：過去3年間の下中間（平均値と最低値
の間）
e：過去3年間の下中間未満

過去3年間の最高値

備考 -

-

370,105 402,501 32,396時間増

身体障害者，知的障害者，精神障害者及び児童の居宅支援のうち，移動支援の利用時間数の合計

障害のあるひとの外出の機会の確保状況
を示す指標

推移
目標値

数値 根拠

全国順
位

中長期目標

根拠

370,105

連絡先 ２２２－４１６１

18年度 １9年度

移動介護に係る支援費支給時間数の合計（17年度まで　身体・知的・児童）
移動支援に係る利用時間数の合計（18年度から　精神含む。）
出典：地域生活支援事業国庫補助金実績報告

担当課 障害保健福祉課

前回数値 最新数値



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 99.5%

数値 目標年次 達成度

数値 - - - -

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

18 19 20

ｅ ｄ ｂ

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 97.6%

数値 目標年次 達成度

数値 - - - -

５　評価基準 ６基準説明 ７ 評価結果

18 19 20

ｃ ｃ ｃ

目標値

指標名

高齢者の生活形態及びニーズの多様化に
より会員数は減少傾向にあるため，前年
度会員数を100%とした今年度の会員数を
評価する。また過去5年間の減少率平均
である2%ごとに基準を設定する。

前年度の会員数に対して
a：100%以上
b：98%以上100%未満
c：96%以上98%未満
d：94%以上96%未満
e：94%未満

前年度会員数

備考

全国順
位

中長期目標

推移

最新数値
１8年度 １9年度

全国順
位

中長期目標

根拠

老人クラブ会員数（人）

根拠

　参加者数は毎年変動するものである
が，過去5年間の数値をもとに，過去5年
間の最高値以上をa，平均値以上をcと
し，最低値も含めた按分で基準を設定し
た。
最高値　9,493人（平成14年度）
平均値　9,012人
最低値　8,365人（平成17年度）

-
根拠

-

前回数値
数値 根拠

66,721 65,093 1,628人減 66,721

施策名 1122 高齢者や障害のあるひとが積極的に社会参加できる機会の提供

指標名 障害者社会参加促進事業参加者数（人）

当該事業の参加者数

9,493 過去5年間の最高値

備考

音声機能障害者発声訓練・指
導者養成,身体障害者福祉活
動推進等,一部の事業が平成
19年度から京都府事業となっ
たことから,今回の評価から
これらの事業を除いた比較と
した。

-

障害のあるひとの社会参加状況を示す指標

475人現

２２２－４１６１

障害者社会参加促進事業に参加した人数

障害保健福祉課 連絡先担当課

最新の数値が
a：過去5年間の最高値以上
b：過去5年間の最高値と上中間（最高値
と平均値の間）の間
ｃ：過去5年間の上中間と平均値の間
ｄ：過去5年間の平均値と下中間（平均
値と最低値の間）の間
e：過去5年間の下中間以下

数値

目標値

8,972

推移
前回数値

9,447

担当課 長寿福祉課

最新数値
１8年度 １9年度

京都市が適正クラブであると認定している老人クラブに加入している会員数

高齢者の生きがいと健康づくりのための
各種活動や地域を豊かにする各種社会参
加活動への高齢者の参画状況を示す指標

各老人クラブから提出される老人クラブ会員名簿

連絡先 ２５１－１１０６



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 105.0%

数値 目標年次 達成度

数値 - - - -

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

18 19 20

ａ ｂ ａ

最新数値
１8年度 １9年度

全国順
位

中長期目標

根拠

根拠

利用者数は毎年変動するものであり，一
定安定的な数字と比較する必要があるた
め，過去5年間の数値を基に，最高値以
上をa，平均値以上をｃとし，最低値も
含めた按分で基準を設定した。
最高値:511,134（平成17年度）
平均値:479,993
最低値:432,681（平成14年度）

施策名 1122 高齢者や障害のあるひとが積極的に社会参加できる機会の提供

指標名 老人福祉センターの利用者数（人）

各施設から毎月提出される報告書から集計

511,134 過去5年間の最高値

備考 -

-

高齢者に対する各種相談，健康増進事業，教養
講座など，利用者のニーズに応じたサービスを
提供できているかを示す指標

31,631人増

２５１－１１０６

市内17箇所ある老人福祉センターを利用した方の延べ人数

長寿福祉課 連絡先担当課

最新の数値
a：過去5年間の最高値以上
b：過去5年間の最高値と上中間（最高値
と平均値の間）の間
c：過去5年間の上中間と平均値の間
d：過去5年間の平均値と下中間（平均値
と最低値）の間
e：過去5年間の下中間以下

数値

目標値

504,552

推移
前回数値

536,183


